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総合入試（A）では最初に、志望理由書、調査書、その他の資料などの書類審査を基に、
「主体性」および「知識・技能」を判定する第一次選考を行います。次に、第一次選考
を合格者したものに対し、第二次選考として口頭試問を含む面接を行います。第一次お
よび第二次選考の結果を点数化し、最終判定を行います。 
 
第二次選考は、口頭試問を含む面接（約 30 分）です。口頭試問では、「物理基礎」、「化
学基礎」、「生物基礎」の３つの科目のうち、いずれか一つを選択してもらい、その科目
に沿った内容について基礎的な質問をし、口頭で答えてもらいます。これによって基礎
学力を判断します。また、環境問題に関する基礎知識を問う質問と文章やデータの読解
力を問う質問に、口頭で答えてもらいます。これによって、論理的に考えられている
か、それを正しく人に伝えられるかどうかを判断します。面接では、これらの口頭試問
に加えて、環境科学を学んでいくうえで必要な、思考力・判断力、主体性について、志
望理由やこれまでの経験等をふまえて質問をします。 
 
ここでは、①３つの科目に関する基礎的な質問（「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基
礎」）、②環境問題に関する基礎知識を問う質問、③文章やデータの読解力を問う質問に
ついて、例題を示します。 

総合入試（A） 

第一次選考 志望理由書、調査書、その他の資料などを基に、「主体性」お

よび「知識・技能」を判定 

第二次選考 「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」の３つの科目のうち、い

ずれか一つを選択してもらい、基礎的な口頭試問で基礎学力

を判断 

環境問題に関する基礎知識を問う質問と文章やデータの読解

力を問う質問に口頭で答えてもらい、これによって、論理的に

考えられているか、それを正しく人に伝えられるかどうかといっ

た、思考力、判断力、表現力を判断 

書類審査 

面 接 
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① ３つの科目に関する基礎的な質問（「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」） 

「物理基礎」 
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「化学基礎」 
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「生物基礎」 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対策と準備】 

３つの科目に関する基礎的な質問では、「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」の３つの中から、

得意な 1 科目を選択することができます。３つの科目の中であなたの得意な科目について、教科

書を中心に各単元の重要な部分をしっかり理解できるよう勉強しましょう。 
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② 環境問題に関する基礎知識を問う質問 

 
 

 

 

 

【対策と準備】 

環境問題を解決するためには、その原因を解明し、適した解決策を提示することが求められま

す。ただ、その解決策を実行する段階では、様々な「ステークホルダー」の協力が必要となります。

ステークホルダーとは、解決策を実行する上で利害を有する人のことを指します。 

この問題では、皆さんのよく耳にする地球環境問題についての知識を問うことに加え、場面に応

じてどのようなステークホルダーが関わることで環境問題を解決していくことができるのかについて

考える能力、つまり、柔軟性のある思考力と判断力、自らの発想を論理的に説明できる表現力を評

価しています。 

 このような能力を養うためには、普段耳にするニュースについて、どのようなステークホルダーが

関与し得るのかについて、自分なりに考え、人に話して言語化する練習をすると良いでしょう。さら

に、他の人がどう考えているのかをしっかりと聞くことで、自分の意見をより深める練習につながるで

しょう。 
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③ 文章やデータの読解力を問う質問 

 

 

 

 

【対策と準備】 

この問題では、文章に示された内容とグラフなどで提示されたデータを照らし合わせ、正確に意

味を理解し、判断して説明する能力、つまり、思考力、判断力、表現力を評価しています。 

まずは、問題で示された文章に書かれた意味を、１文ずつ把握して整理することが大切です。加

えて、グラフなどで提示されたデータの意味を、グラフの中のそれぞれの要素ごとに 1 つずつ整理

していきます。この例題では、水質汚濁指標、大気汚染指標の２つについてそれぞれ 20 年間の変

化に関する情報を個別に整理していきます。その上で、それらの意味を照らし合わせ、問で求めら
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れている情報を判断していきます。最後に、把握した内容と情報の判断についてその思考過程を、

自らの言葉で順を追って論理的に説明できることが大切です。このような能力を養うためには、普

段何気なく触れているニュースや新聞の情報を見るときに、全体の印象だけで受け止めるのでは

なく、文章やグラフに示される個別の情報を要素に分解し、一つ一つを正確に読み取る練習をす

ると良いでしょう。次に、読み取った内容を暗記するのではなく、自らの言葉で正確に説明する練

習を重ねると良いでしょう。 


